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全国の大気の状況（１）
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全国の大気の状況（２）
ＮＯ２   年平均値の推移
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供用中路線の濃度

二酸化窒素（ＮＯ２）測定値（９８％値）
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供用中路線の濃度（金沢支線と外環）；ＮＯ２
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0

0.02

0.04

0.06

0.08

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

年度

(ppm)

0

30,000

60,000

90,000

120,000
(台/日)

交通量（外環）

和光（一般局）

和光新倉

（金沢支線）

0

0.02

0.04

0.06

0.08

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

年度

(ppm)

0

30,000

60,000

90,000

120,000
(台/日)

交通量（金沢支線）
長浜（一般局）

堀口
能見台



5

供用中路線の濃度（金沢支線と外環）；ＳＰＭ

（外      環）

0

0.05

0.1

0.15

0.2

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

年度

(mg/m3)

0

30,000

60,000

90,000

120,000
(台/日)

交通量（外環）
和光（一般局）
和光新倉

（金沢支線）

0

0.05

0.1

0.15

0.2

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

年度

(mg/m3)

0

30,000

60,000

90,000

120,000
(台/日)

交通量（金沢支線）

長浜（一般局）

堀口

能見台



6

周辺の大気の状況（１）

横浜市内自排局（ＮＯ２　９８％値）
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周辺の大気の状況（２）

横環南周辺一般局（SPM　２％除外値）
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自動車排出ガス規制の推移

自動車の排出ガス規制は順次強化されている

・Ｈ１７規制値（新長期規制）

　①ガソリン車：Ｓ４８規制値の約５％まで低減

　②ディーゼル車：ＮＯｘはＳ４８規制値の約２０％ま　
　　で、ＳＰＭはＨ６規制値の約５％まで低減

出展；国土交通省道路局資料



9

自動車排出ガス規制の強化

○Ｈ１７（２００５）の日本の排出ガス規制は　
　世界一厳しい基準

○Ｈ２１（２００９）には日本はさらに厳しい　　
　排出ガス規制を実施

出展；国土交通省道路局資料
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低燃費・低排出ガス車

・燃料の種類を問わず自動車排出ガスの低排
出性（クリーン度）を、性能面から示す技術的指
標に適合していることを認定する制度です。

・平成１７年排出ガス基準に対し、有害物質を７５％
以上低減させた自動車に貼付されています。

・一般消費者の選択を通じて燃費性能の高い自
動車の普及を促進するため、自動車の燃費声望
を公表し、車体表示を実施する制度です。

・平成１７年燃費基準を２０％以上上回る自動車
に貼付されています。

・低燃費・低排出ガス車には自動車クリーン税制が適用されます。
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低公害車の普及状況

出展；国土交通省道路局資料
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大気に係る環境基準

二酸化窒素（ＮＯ２） 浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）

１時間値の１日平均値が

0.04ppmから0.06ppm
までのゾーン内

又はそれ以下であること。

１時間値の１日平均値が

0.10mg/m3以下であり、

かつ、１時間値が

0.20mg/m3以下であること



13

大気汚染の評価方法【NO2の場合】

日平均値を低い方から並べ，98％目（358/365番目）の
値（日平均値の98％値）と環境基準値とを比較
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平面図

予測位置
（上郷町）

ｍ
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予測断面

NONO22試算点試算点
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予測結果（１）；年平均値
二酸化窒素（NO２）：年平均値

※道路寄与濃度　；　横環南、上郷公田線、環状４号線の合計
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出展：環境影響の照査結果　H17.3
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予測結果（２）；日平均値の年間９８％値
二酸化窒素（NO２）：９８％値
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環境調査箇所

神戸橋
交差点

調整池

西ヶ谷団地
入口交差点

調査地点（大気、騒音、振動）
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環境調査結果（大気　自動計測器）

年平均値（ＮＯ２）
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環境調査結果（大気　自動計測器）

ＮＯ２　９８％値
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環境調査結果（ＮＯｘカプセル）

・カプセルのデータはＨ20年6月～21年5月の月平均値による年平均値
・常時監視局のデータはＨ19年度の年平均値

標高　約１２０ｍ

釜利谷ＪＣＴ

釜利谷・庄戸トンネル

標高　約３０ｍ
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５０ｍ

０ｍ

１００ｍ
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狩場南 桜丘高校

横浜横須賀道路

狩場南
（自排局）

桜丘高校
（一般局）

ＰＥ－２
ＰＥ－１
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大気汚染物質（NOx）濃度の距離減衰

• 環境施設帯の効果
0.08⇒0.025（実測値）

環
境
施
設
帯
幅
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公田換気所の役割

上り線

下り線
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換気所と排煙塔の違い

換気所 廃棄物焼却炉

換気所煙突口
NOx：0.214ppm（公田）
NOx：0.253ppm（笠間）

最大着地点濃度
NOx：0.00005ppm
NO2：0.00002ppm（公田）
NOx：0.00036ppm
NO2：0.00019ppm（笠間）

大気汚染防止法に
基づく排出基準(NOx)

250～700ppm

消音装置
ファン
集塵装置
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騒音規制（乗用車の場合）
加速走行騒音
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※規制値を音のエネルギーに換算し、初期規制値を100とした。
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騒音に係る環境基準について

〇道路に面する地域

基　準　値
地域の区分

昼　間 夜　間

５５デシベル以下
Ａ類型のうち２車線以上の車線を有する
道路に面する地域

６０デシベル以下

基準値

６５デシベル以下

夜　間

　７０デシベル以下

昼　間

〇幹線交通を担う道路に近接する空間

（注）昼　間：午前６時から午後１０時まで

　　　夜　間：午後１０時から翌日の午前６時まで
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騒音の評価方法

dB(A)

70

50

30

実測時間（Ｔ）t1 t2

LLAeqAeqTT

時間

LL5050TT

昼間（6-22時）
夜間（22-6時）
それぞれの平均的な騒音レベル
（＝等価騒音レベル）

この値と環境基準値とを比較

ＬＡｅｑ Ｔ・・・・・実測時間Ｔにおけるエネルギー平均レベル
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騒音対策

遮音壁
3+5Rm

遮音壁
3m
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騒音予測結果（上郷町）
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環境調査箇所

神戸橋
交差点

調整池

西ヶ谷団地
入口交差点

調査地点（大気、騒音、振動）
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環境調査結果（騒音）
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環境基準

調査日　　平成２０年10月21日～22日
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振動に係る要請限度について

〇振動規制法に基づく道路交通振動の限度

基　準　値
地域の区分

昼　間 夜　間

６０デシベル以下第一種区域 ６５デシベル以下

（注）昼　間：午前８時から午後７時まで

　　　夜　間：午後７時から翌日の午前８時まで
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振動予測結果

家屋が揺れ、戸・障子がガタガタと
鳴動、電灯が揺れる

室内の動揺が激しく、すわりの悪い
花びんは倒れ、歩行者でも感ずる

大勢の人に感ずる程度
戸・障子がわずかに動く程度

人体に感じない

静止している人や特に地震に
注意深い人にだけ感じる
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（注）昼　間：午前８時から午後７時まで

　　　夜　間：午後７時から翌日の午前８時まで
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供用路線の実測結果

家屋が揺れ、戸・障子がガタガタと
鳴動、電灯が揺れる

室内の動揺が激しく、すわりの悪い
花びんは倒れ、歩行者でも感ずる

大勢の人に感ずる程度
戸・障子がわずかに動く程度

人体に感じない

静止している人や特に地震に
注意深い人にだけ感じる
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調査地点 調査路線 Ｌ１０の最大値

大和トンネル
東名高速道路
（横浜ＩＣ～厚木ＩＣ）

44 dB

勧永トンネル
横浜横須賀道路
（別所ＩＣ～日野ＩＣ）

42 dB

伊勢原トンネル
常磐自動車道
（三郷ＩＣ～柏ＩＣ）

42 dB
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環境調査箇所

神戸橋
交差点

調整池

西ヶ谷団地
入口交差点

調査地点（大気、騒音、振動）
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環境調査結果（振動）
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調査日　　平成２０年10月21日～22日
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低周波音予測結果（神戸橋）
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：一般環境中に存在する低周波音圧レベル
　　　　　　　　1～80Hzの５０％時間率音圧レベルL50で
                 90dB（一般環境中に存在するレベルであり
                 このレベルでは人体に及ぼす影響を証明
                 し得るデータは得られていない）

参考指標②
：ISO 7196に規定されたＧ特性低周波音圧レベル
　　　　　　　　1～20HzのＧ特性５％時間率音圧レベル
                 LG5で100dB（平均的な被験者が知覚でき
                  るレベル）

（Ｇ特性）
１～20Hzの超低周波音の人体感覚を評価するための
周波数補正特性で、ISO-7196で規定されている。可
聴音における聴感補正特性（人間の耳の感覚にあわ
せたもの）であるA特性に相当するもの。
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道路が完成したら（東京外環道）
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道路が完成したら（東京外環道）
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道路が完成したら（常磐道）
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道路が完成したら（圏央道）
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